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第十五改正日本薬局方第一追補正誤表

頁 行 正 誤

17 右 ↓ 14

本試験法は,三薬局方での調和合意に基づ

き規定した試験法である。なお,三薬局方

こルにより示す .

本試験法は,三薬局方での調和合意に基づ

き規定した試験法である。

18  Z三 ↓ 11
試験菌懸濁液の調製には,pH■ oのペプト
ン食塩緩衝液又は pH 7.2の リン酸緩衝液

を用いる.            __

試験菌懸濁液の調製には,pH 7.0のペプト

ン・食塩緩衝液又は PH 7.2の リン酸緩衝液

を用セヽる.          _____

19 右 ↓ 14

それぞれから全lg又は lmL相当ミ を採つ

て,強化クロストリジア培地 100m Lが 入
っている 2個の容器 (38mm× 200mm)又
は他の容器に移す。

それぞれからlg又はlmL相 当量を採つて,

強化クロストリジア培地 100m Lが 入つて

いる 2個の容器 (38nlm× 200■m)又は他
の容器に移す。           _

29  1三 ↓   5
1000 mL中硫酸亜鉛七水和物 (Znso4
7H20:287.58)5.75162を含む.

10∞ mL中硫酸亜鉛七水和物 (Znso4・
7H20:287.58)5.75122を含む。

30 右 ↓  16
吸光度 (2.24)F楓 (263 nln):5.5～ 5.8

(20 mg, メタノール,20 mL).

吸光度 (2.24)E税 (263 ngn):55～ 58(20

mg,メ タノール,20 mL).

34 左 ↓ 17
m61/L 水酸化ナトリウム液 l mL
9.107 mtt C8H605

0.l mo1/L 水酸化ナトリウム液 l mL
= 9.106 mg C8H605

35  Z三 ↓ 13
この液 l mLを正確に量り,移動相を加え

て正確に 50 mLと し,標準溶液とする。
この液 l mLを正確に量り,メ タノールを

加えて正確に50 mLと し,標準溶液とする.

35  Z五 ↑  22
検出の確認 :標準溶液 l mLを正確に量り,

移動相を加えて正確に20 mLと する。

検出の確認 :標準溶液 l mLを正確に量り,

メタノー/L/を加えて正確に20 mLとする。

40  左 ↑  4

本品はメタノールに溶けやすく,エタノー

ル (99.5)にやや溶けにくく,水に溶けに

くい.              _______

本品はメタノールに溶けやすく,エタノー

ル (99.5)にやや溶けやすく,水に溶けに

くい。             ________

45  瑳三 ↓   1
アルプ色スタジル (C20H3405)の量 (μ g)

=陥 X(o/a)
アルプロスタジル (C20H3405)の量 (μ g)

=聰× (o/2)X(1/2)

46  Z三 ↑ 18

流量 :アルミノプロフエンの保持時間が約

5分になるように調整する.

面積測定範囲 :溶媒のピークの後からアル

ミノプロフエンの保持時間の約 5倍の範囲

流量 :溶媒のピークの後からアル ミノプロ

フェンめ保持時間が約 5分になるように調

整する。

面積測定範囲 :アルミノプロフエンの保持

時間の約 5倍の範囲      ____

72 左 ↓  18

システムの性能 :「クロルフェネシンカル

バミン酸エステル」の純度試験 (3)のシ
ステム適合性を準用する.

システムの性能 :「 クロルフェネシンカル

バミン酸エステルJの純度試験 (3)(1)
を準用する.

76  ブヨ ↓   7

更に,これにバニリンの硫酸溶液 (1→ 100)

を均等に噴霧するとき,標準溶液から得た

トリフェニルメタノールのスポットに対

応する位置の試料溶液から得たスポット

は,標準溶液のスポットより濃く_ない。_

更に,これにバニリンの硫酸溶液 (1→ 100)

を均等に噴霧するとき,標準溶液から得た

トリメタフェノールのスポットに対応す

る位置の試料溶液から得たスポットは,標
準溶液のスポットより濃くなぃ。____

79  Z三 ↑ 16
ジョサマイシン

…

の量 [mg(力

価)]=聰× αT/ム)× (//25)
ジョサマイシンの量 [mg(力価)]=聰×
αT/Иs)× (//25)

80  ブ旨 ↓ 21

システムの性能 :標準溶液 100μ Lにつき,

上記の条件で操作するとき,シ ラザプリ
ル,内標準物質の順に溶出し,その分離度

は 6以上である.     ______

システムの性能 :標準溶液 100 μ Lにつき,

上記の条件で操作するとき,シラザプリ
ル,内標準物質の順に溶出し,その分離度
は 6以下である.

82  Z三 ↓   8

第 1法により試験を行 うとき,適合する.

ただし,本試験法は容器入 り滅菌製品に対
lンて摘用する.

第 1法により試験を行うとき,適合する.

82 左 ↓  9

試験を行 うとき,適合する.ただし,本試

験法は容器入 り滅菌製品に対 して適用す

る.

試験を行うとき,適合する。
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頁 行 正 _ 誤

88  ブ
=

↓  20

(1)酸 及びアルカリ 本品2.5gに新た
に煮沸して冷却した丞L50mLを加え,還流

冷却器を付けて加熱する。    ___

(1)酸及びアルカリ 本品2.5gに新た
に煮沸して冷却した 50mLを加え,還流冷
却器を付けて加熱する.

95  るこ ↓   1

移動相 :リ ン酸二水索カリウム 2.72gを水

に溶かし,1000mLと した液に,リ ン酸 2.31g

を水に溶かし,1000mLと した液を加えて
謂 RSに調整する_

移動相 :リ ン酸水素ニカリウム 2.72gを水

に溶かし,1000mLと した液に,リ ン酸2.31g

を水に溶かし,1000mLと した液を加えて

oH3.5に 調整する.        __

99  イ
=
↓  22

本品 1個の内容物を取 り出し,lmL中 に■

液 となるように移動相 を加 えて正確に

/mLとする.10分間激しく振り混ぜた後 ,

遠心分離する.上澄液 10mLを正確に量り,

内標準溶液 5mLを正確に加え,移動相を加

えて 50mLと し,試料溶液とする.以下定

量法を準用する.

ニザチジン (C口H21N502S2)の量 (m3)=
″ヽ × (《%r/2)×  (//10)        ___

物を取り出し,「ニザチジ

ン」75m賢 当たり移動相 50mLを正確に加

え,10分間激しく振 り混ぜた後,遠心分離

する。上澄液 /mLを正確に量り,内標準
溶液 5mLを正確に加え,lmL中にニザチ

なるように移動相を加えて rmLと し,試
料溶液とする。以下定量法を準用する。

ニザチジン (C12H21N502S2)の量 (mg)=
族× (a/a)× (/7/の _

lol 左 ↓ 16
聰 :脱水物に換算したバクロフェン標準品

の秤取量 (mg)

商 ミクロフェン標準品の秤取量 (mg)

107  Zこ ↓ 12
聰 :ピペラシリン標準品の秤取量 L興【(力

価)]

聰 :ピペラシリン標準品の秤取量 地盤 (力

価)]

112 右 ↑ 13
Bufomin Hydrochloride Bufomine Hydrochloride

113 右 ↓   8
Bufomin Hydrochloride Tablets Bufomine HydЮ chloride Tablets

左 ↑  23
Bufomin Hydrochloride EnteHc‐ ∞ated

Tablets

BuFomine HydrochioHde EnteHc‐ coated

Tablets

129  Z= ↓  4

0.02mo1/L エチレンジアミン四酢酸二水

素ニナ トリウム液 lmL = 2.721mg
CaHP04

同条貯法の項を次のように改める .

。貯 法 容  器 密開容器..

0.02mo1/L エチレンジアミン四酢酸二水

素ニナ トリウム液 lmL = 2.721mg
CaHP04

129  右 ↑ 15

0.02mo1/L エチレンジアミン四酢酸二水

素ニナ トリウム液 lmL = 3.442mg
CaHP04・ 2H20

同条貯法の項を次のように改める.
◆眸 法 容  器 密閉容器.▲

0.02mo1/L エチレンジアミン四酢酸二水

素ニナ トリウム液 lmL = 3.442mg
CaHP04・ 2H20

左 ↓   5
本品の粉末 0.40贅 をとり=第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末0.4gをとり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

左 ↓  14
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

―

をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

131 右 ↓   1
本品 0.40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.42を とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

右 ↓ 14
本品の粉末 0.402をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下). …

をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

132 左 ↓ 1
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).
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頁 行 正 . 誤

132  Z=

本品は換算した生薬の乾燥物に対し,デヒ
ドロコリダリン (デヒドロコリダリン幽
物として)0.08%以上を含む.

本品は換算した生薬の乾燥物に対し,デヒ
ドロコリダリン (デヒドロコリダリン壁

塩として)0.08%以上を含む。

132  Zこ ↑  16
本品 0.40Fを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下):

132 右
デヒドロコリダリン 〔デヒドロコリダリン

硝化物 (C22H24N207)と して〕の量 (mg)

=陥×

“

T/И s)× (1/4)

デヒドロコリダリン 〔デヒドロコリダリン

硝酸塩 (C22H24N20')と して〕の量 (mg)

=聰× αT/И s)× (1/4)

133 右 ↑  7
本品の粉末 0.40gを とリニ第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4gを とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

左
本品 0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4,を とり,第 4法により検液を調製
し:試験を行う (5 ppm以下).

左134 ↓   18
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

134左 ↑ 12
本品 0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

134 右
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4gを とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

134 右 ↓ 11
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行 う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下),

136 右 ↑   7
本品の粉末 0.402をとりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下):

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

136 右 ↑   2
本品 0.40■ をとり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.42を とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

139 右 ↓ 17
本品の粉末 0.402を とリニ第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下)。

140  Z三 ↓ 17
本品の粉末 0.40gをとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

140 ブ
=

↓   9
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

140  ア
=

↓  20
本品0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.42を とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

右141 ↓   15
(1)o― ケイ皮酸 本操作は,遮光し
た容器を用いて行 う。

(1)o― ケイ皮酸 本操作は,光を避
ュL遮光した容器を用いて行う.

142  右 ↓  14
本品の粉末 0.402を とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり第 4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

142 右 ↓  20
本品0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

142  ア
=

本品の粉末 0.40負 _を とり,第 4法により検
練を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末堕 をとり,第 4法により検液
を調製し,試験を行 う (5 ppm以下).

143 左
本品0.40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品0_42を とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

143 右 ↑  2
本品の粉末 0.402を とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0_4gを とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

144  ZE
本品0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0_42を とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

144  Zこ ↓  16
本品の粉末 0.402を とリニ第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).
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頁 行 正 誤

144  ブ
=
↑ 13

本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末0.4gを とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

144  イゴ ↑   4
本品 0.40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.42を とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

145 右 ↓   10
本品の粉末 0.40負 をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.生 をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

右 ↑  17
本品 Q40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製

し,.試験を行う (5 ppm以下).

146  ZE
本品の粉末 0.402をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

146 Z= ↓   13
本品の粉末 0.40gをとりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

146  左 ↑   13
本品の粉末0.40gをとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.生 をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

146  左 ↑  4
本品の粉末 0.40,を とりた第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4Eを とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

146 右 ↓   5
本品 0.40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品0.42を とり,第 4法により検液を諄製
し,試験を行 う (5 ppm以下).

146 右 ↓  16
本品の粉末 0.402_を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0_42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

146  アヨ ↑   16
本品 0.40負 をとり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

右147
本品の粉末 0.40Aを とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.生 をとり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

147 右 ↓   17
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

~未
品の粉末 0.4負 をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

147 右 ↑   2
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行 う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

148  Z= ↓   8
本品 0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行 う (5 ppm以下).

本品 0.42を とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

148  Zこ ↓  16
本品の粉末 0.40負 をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

148  Zこ ↑ 11
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

148 左
本品0.402を とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0_4gを とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

148 右
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

148 アヨ ↓  17
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

149  右 ↓  7
本品の粉末 0.402を とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

149 右 ↓ 13
本品0.402をとり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.生 をとり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

149 右 ↑ 11
本品の粉末 0.40■ _をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).



頁 行 正 誤

149 右 ↑  2
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4gを とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

152左 ↑  20
本品の粉末 0.40■ をとり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.生 をとり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

152  左 ↑  12
本品の粉末 0.402を とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4gを とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

152 右
本品 0.402を とり,第 4法 :|よ り検液を調
製し,試験を行 う (5 ppm以下).

本品0.生 をとり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

152 右 ↓  23
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

153右
本品0.40gをとり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0_42を とり,第 4法により検液を調製

し,試験を行う (5 ppm以下).

154 左 ↑  12
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液
を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

154 左
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4rを とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

157 右 ↓  13
本品の粉末 0.40gを とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行 う (5 ppmヽ 以下).

本品の粉末 0.42を とり第4法により検液を

調製し,試験を行う (5 ppm以下).

158 左 ↑  20
本品の粉末 0.40gを とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0_4gを とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

158  左 ↑ 11
本品0.40gを とり,第 4法により検液を調
製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品 0.4gを とり,第 4法により検液を調製
し,試験を行う (5 ppm以下).

右 ↓  2
本品の粉末 0.402を とり,第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.42を とり,第 4法により検液

を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

159 左 ↑   18
(1)o― ケイ皮酸 本操作は,遮光し
た容器を用いて行う.

(1)o― ケイ皮酸 本操作は,光を避
立L遮光した容器を用いて行う.

160  瑳こ ↓   4
本品の粉末 0.402を とりL第 4法により検
液を調製し,試験を行う (5 ppm以下).

本品の粉末 0.4gを とり第 4法により検液を

調製し,試験を行 う (5 ppm以下).


